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9
第14図
はごくわずかであることがわかる。
5．　む　　す　　び
　以上フライホイールーエンジンーダンパー系を従来の，フライホイールの慣性モーメントを無限大と考
えた2質量系としての取り扱いからさらに一歩進めて，フライホイールの慣性モーメソトを有限の値と考
えて，3質量系として取り扱い，異なる3つのタイプのダンパーについて，クランク軸のねじり振動に対
するその制振効果をもっとも大きくするための最適条件を求めた。
　とくに，ダンパーがぽね一質量から成る場合は，フライホイールの慣性モーメントの大きさの影響が大
きく，合理的なダンパーを得るためには，上で求めた最適条件を備えたダンパーを設計することが必要で
ある。また，ダンパーがばね一質量一減衰機構から成る場合はρ（エンジソの等価慣性モーメントとフラ
イホイールの慣性モーメントの比）が1／20以上になるとフライホイールの影響が大きくなる。ダンパーが
質量一減衰機構から成る場合は，実際のρ一〇．02～0．2の範囲では，フライホイールの慣性モーメントの
大きさにあまり影響を受けない。
　ここで述べた，ダンパーを持つねじり振動系の3質量系としての取り扱いは，今後，さらに自動車のば
ね下二次振動の防止の理論に発展させて行く予定である。
　終わりに，本稿作成にあたって，いろいろと貴重な助言を賜わりました本学福田秀雄教授に対して，こ
こで深く感謝いたします。
　また，計算はすべて明治大学計算セソターで行ないました。計算セソターの皆様の御協力を深く感謝い
たします。
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